
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 



は じ め に 

 

 平成 22 年度学生生活実態調査報告書が完成し、学内に公表の運びとなりました。本調査は広

島大学において全学生を対象に隔年で実施しているアンケート調査であり、広大生の学生生活の

実態を示しているものです。そして調査の結果をもとに、広島大学における学生支援のあり方を

点検し、改善していくことを本来の目的としています。今回のアンケートに回答をよせてくれた

学生の皆様、調査の実施、データのまとめにご協力くださった教職員の皆様に感謝を申し上げま

す。 

 今回の調査は前回平成 20 年度の調査と方法を変更した点があります。①まず、従来別々に実

施してきた学部学生対象の調査と大学院学生対象の調査とを一体化し、質問項目も基本的に共通

のものにしました。両者の一致点、相違点が明らかになることでニーズに合致した学生支援につ

ながることを期待しています。②またアンケート回答方法も、これまでの紙媒体調査用紙方式か

ら Web 上での入力にしました。回答の利便性、調査の効率化を図ったのですが、結果的に回答

率が前回の学部学生 41.6%から今回 19.0%に低下したことは大きな反省点です。調査の意義を学

生の皆さんに理解してもらういっそうの努力が必要でした。これは次回の調査に活かしたいと思

います。③内容的には、質問項目を精選しました。様々な必要性から様々なアンケート調査が実

施されており、対象となる回答者の負担が重いという指摘をいただいたためです。ただこの学生

生活実態調査には同じ質問に対する回答の経年変化を調べる目的も含まれており、社会の変化を

反映した今日的な学生生活実態を把握するための質問項目とバランスをとったつもりです。 

 前回調査との学生生活の内容的変化については、報告書本編をご参照ください。学生生活の全

体的満足度の高さ等、大きな変動がみられない項目がある一方で、経済的状況等、収入・支出と

もに厳しさが増している実態も読み取れます。 

 41 の質問項目とともに本調査のもう一つの重要な意義は、「自由記述」欄に寄せられた多様で

率直な、また提言を含んだ意見にあります。今回も多くの意見が集まり、その中から「大学への

提言」という観点からベストメッセージ賞 2 件、グッドメッセージ賞 5 件を選定し、表彰しまし

た。例えばベストメッセージに選ばれたのは、①開かれた大学をめざして学生と社会とのつなが

りを強化する、そのために「大人」「社会人」と関わる機会、場をつくるという提案、②大学内

にももっともっと全学生が共有したい情報や活動があり、情報交流サイトや交流会を企画した

い、同時にそのような情報を学外に発信したいという提案でした。そのほかにも全学的な学生支

援への要望、学部・研究科での修学上、生活上の支援必要性等、多くの意見が届きました。これ

らの意見は、課題領域、全学・部局等のカテゴリーに整理して、関係部署に提供します。すぐに

対応可能な要望、改善のために多少の時間をかけて検討しなければならないもの、個々別々では

ありますがせっかくの意見を有効に活かしたいと考えています。 

 最後に、この調査報告書が広島大学学生の生活をいっとき立ち止まって振り返り、より充実し

たこれからの学生生活とそのための支援に資することを願って、冒頭のご挨拶といたします。 

 

平成 23 年 6 月 

広島大学理事・副学長（教育担当） 

坂 越 正 樹 
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いで奨学金（2

目に多い収入

、次いで仕送

入は、次のど

27.8%）、就労

入は、次のど

送り（21.0%

どれですか。

労・アルバイ

どれですか。

%）と続く。

。 

イト（16.8%）

。 

 

 

 



 

 
 
 
８-2 

最も多

度の調査

１０万円

上支出し

 

 

問 15 １ヶ

最も

支出 

多いのは５万

査より増加し

円以上支出し

している割合

問 16 １ヶ

ヶ月の生計費

多いのがそ

万円以上１０

している。５万

している割合

合が他学部に

ヶ月の生計費

 

費（収入）の

の他（70.1%

万円未満（5
万円以上１０

が大幅に減少

比べて多い

費の支出はい

12 

のうち、３番

%）であり、

53.8%）、次

０万円未満（3
少している

（平均 11.9%

いくらですか

目に多い収入

実態は不明

次いで５万円未

32.9%→53.
（45.6%→11
%、医学部 2

。 

入は、次のど

明である。 

未満（34.2%
8%）、５万円

1.9%）医学部

29.3%、歯学

どれですか。

%）、いずれ

円未満（21.5%
部、歯学部は

学部 24.5%）

。 

も平成 20 年

%→34.2%）。

は１０万円以

）。 

 

年

以

 



 

 

 
 

問 17 １ヶ

まな

最

問 18 １ヶ

は含

最

ヶ月の生計費

ない） 

最も多いのは

ヶ月の生計費

含まない） 

最も多いのは

 

費（支出）の

住居費（56

費（支出）の

生活費（57

13 

のうち、１番

.2%）、次い

のうち、２番

.8%）、次い

番多く必要と

で生活費（

番目に多く必

で住居費（

とする経費は

32.3%）。 

必要とする経

15.1%）、娯

は何ですか。

経費は何です

娯楽費（12.9%

（授業料は含

すか。（授業料

%）と続く。

含

 

料

 

 



 

 
 
９ 1 週

授業等

から 5 時

はない。

時間から

 

 

問 19 １ヶ

は含

最

間の学習時間

等の予習・復

時間未満が 3
また、授業

ら 5 時間未満

問 20 １週

ヶ月の生計費

含まない） 

最も多いのは

間 

習に充ててい

5.5%、5 時間

業や研究以外

満が 24.1%で

週間を平均し

 

費（支出）の

、娯楽費（4

いる１週間の

間から 10 時

の学習に充て

である。 

して、授業や

14 

のうち、３番

46.9%）、次

の平均時間を

時間未満が 1
てている時間

やゼミの予習

番目に多く必

次いでサークル

を全学的にみ

3.1%であり

間も、全学的

・復習にどれ

必要とする経

ル等課外活動

みると、2 時

、この傾向

的にみると、

れくらいの時

経費は何です

動（19.0%）

時間未満が 43
は、学部別に

2 時間未満

時間をあてて

すか。（授業料

である。

3.3%、2 時間

に大きな差異

満が 60.7%、

ていますか。

料

 

間

異

2

 

 



 

    

 
 
 
10 所有

学生の

原付・ス

変わらな

携帯音楽

している

 

 
 
 

問 21 １週

有もしくは占

の所有物の所

スクーター21
ないが、一方、

楽プレーヤー

る。 

問 22 所有

週間を平均し

有している

所有比率は、自

1.3%（24.7%
携帯電話 95

ー71.0%（57.

有もしくは専

 

して、授業や

物 

自動車 18.2%
%）、自転車

5.8%（90.7%
.4%）などは

専用物があり

15 

や研究以外の

%（前回調査平

車 85.4%（82
%）、パソコン

は、前回調査

ますか。（複

学習にどれ

平成 20年度

2.2%）など

ン 88.7%（78.3
査時よりも顕

複数回答可）

くらいの時間

度：20.8%）、オ

については、

3%）、ルーム

著に増加し、

 

間をあててい

オートバイ 2.
、前回調査時

ムエアコン 76
、ほとんどの

いますか。

.6%（3.7%）、

時とほとんど

6.7%（70.9%
の学生が所有

 

ど

%）、

有

 



 

11 犯罪

 犯罪や

あった。

悪徳販売

ハラ・ス

また、ア

 
問

か

 
 
12 交通

 在学中

ク 5.5％、

 
    

 
 

罪やトラブル

やトラブルな

割合として

売 1.2％、アル

ストーカー等

アルコールの

問 23 学生生

か。（複数回答

通事故の経験

中に交通事故

、自動車 4.7

問 24 在学

ルなどの被害

など、何らか

て高いのは盗

ルバイト先で

等の性的犯罪

の痛飲による

生活において

答可） 

験 

故にあったこ

7％とつづき

学中交通事故

経験 

の被害にあっ

難であるが、

での賃金未払

1.7％、セク

急性アルコー

て、何らかの

とがある者は

き、歩行中の

故に遭ったこ

16 

ったことがあ

、前回 4.9％
払いや不当解

クハラ以外の

ール中毒 0.9

の犯罪や民事

は 18％。自

の事故も 0.5％

とがありま

ある者は 17
％から今回 6
解雇 1.9％と

のハラスメン

9％は、前回

事上の被害・

自転車での事

％が経験して

すか。（複数

7.1％と、前回

6.4％に増加

金銭をめぐる

ント 2.6％とい

回よりも 0.3％

トラブルを経

事故がもっと

ている。 

数回答可） 

回調査とほぼ

している。マ

るトラブルの

いった人権侵

％増加してい

経験したこと

も多く 8.7％

ぼ同じ結果で

マルチ商法

の他に、セク

侵害がある。

いる。 

とがあります

％、次にバイ

で

・

ク

す

 

イ

 



 

13 喫煙

 

13-1  喫

 喫煙の

本以下が

 
    

 
 
13-2 飲

 飲酒の

〜２日が

 
    

 

煙及び飲酒の

喫煙 

の習慣がある

が喫煙者の３

問 25 喫煙

飲酒 

の習慣がある

が大半である

問 26 飲酒

の習慣 

者は 5.9％で

分の２を占

煙の習慣があ

者は 36.8％
。 

酒の習慣があ

 

であり、前回

める。 

ありますか。

％であり、前

ありますか。

17 

回 7.0％から

1 日に吸う本

前回 34.1％よ

１週間に飲

さらに減少

本数をお答え

りも若干増

む日数でお答

している。ま

えください。

加している。

答えください

また、吸う本

 

。１週間に飲

い。 

本数は１日 1

飲む日数は１

10

 

１



 

14 薬物

 薬物（

し、所持

ことがあ

 
    

 
15 授業

 全体で

にとらえ

回答した

 
    

 

物（大麻等・

（大麻等・覚

持又は使用し

ある者も 0.5％

問 27 薬物

業以外の学生

では「とても

えていた前回

たのは、2.9〜

問 28 授業

覚醒剤）に

覚醒剤）につ

ている人を見

％と存在する

物（大麻等・

生生活の充実

充実してい

回調査と同様

〜14.1％と学

業以外の学生

 

ついて 

ついて、97.4
見たり聞いた

る。 

覚醒剤）に

度 

る」「やや充

様の結果であ

学部によって

生生活を充実

18 

％が見たり

たりしたこと

について、該

充実している

った。「あま

てややばらつ

実して過ごし

聞いたりした

とがある者 2

当するもの

」を合わせ

まり充実して

つきがみられ

ていますか。

たことはない

2.0％、薬物の

を選択して

ると 68.6％
ていない」「全

た。 

。 

いと回答して

の使用や栽培

ください。（

で、３人に

全く充実して

ている。しか

培を誘われた

（複数回答可

２人が肯定的

ていない」と

か

た

可） 

 

的

と



 

16 授業

 前回調

も 13.7％
ほぼ同じ

 

 
17 学生

 この問

ず選択す

り、次に

ぞれ 30％
ている。

 
    

業以外の学生

調査と比較す

％から 15.8％
じ結果であっ

問 29 授業

ュー

生生活の悩み

問の回答には

するという結

に修学上の問

％強、サーク

 

問 30 学生

生生活に対す

すると、「充分

％と若干増加

た。 

業以外の学生

は、全般的に

み 

は、「悩みはな

結果になって

問題 40.3％、

クル活動 17.0

生生活の中で

る大学のサポ

分である」が

加している。

生生活に関し

に見て充分だ

ない」という

いる。その

経済的なこ

0％、さらに

で悩みがあり

19 

ポート体制や

が 13.5％から

「充分である

して、大学側

だと思います

う選択肢を設

中でもっとも

と 32.6％と

に、健康上の

ますか。（複

やサービス

ら 17.0％に

る」「普通」

側のサポート

すか。 

設けていなか

も多かったの

続く。人間

こと 14.6％

複数回答可）

増加している

を合わせる

（支援）体制

ったので、回

のは将来（進

関係や自分の

と７人に１人

 

る一方で、「

と約７割とな

制やサービス

回答者は何れ

進路）のこと

の性格などの

人が健康面で

「充分でない

なり、前回と

ス内容・メニ

れか１つは必

と 70.8％であ

の悩みがそれ

で悩みを抱え

い」

と

ニ

 

必

あ

れ

え

 



 

 

 

18 チュ

 チュー

談の経験

路に関す

 
    

 
19 現在

 全体で

身体のだ

イライラ

２週間以

 
    

 

ューターへの

ーターへの相

験があり、前

するもので、

問 31 修学

こ

在の健康状態

では 65.8％が

だるさ・疲れ

ラ 5.4％とい

以上の不眠が

問 32 現在

の相談と相談

相談経験は 13
前回調査 27％

15％前後の

学や学生生活

とがありま

態 

が、特に問題

れ易さ 18.1％
う回答が得ら

が続いている

在の健康状態

 

内容 

3.4〜42.1％
％より若干増

者がそれら

活に関して相

すか。相談

題ないと回答

％、頭痛・肩

られた。これ

者が 4.1％お

態はどうです

20 

と学部によ

増えている。

の問題につい

相談するチュ

したことがあ

答している。

こり等 10.8
れらの問題は

おり、このよ

すか。（複数回

ってかなりば

また、相談

いてチュータ

ーター教員

ある場合は、

逆にいえば

8％、胃腸の

、どんな人間

ような不眠と

回答可） 

ばらつきがあ

内容で多いの

ターに相談し

がいますが、

相談内容を

、３人に１人

不調 6.3％、

間でも一時的

と合併した場

ある。全体で

のは、前回同

している。 

、チューター

を選択してく

人が不調を感

対人緊張 7
的に起こるも

場合には注意

では 31％に相

同様修学や進

ーに相談した

ください。

感じており、

7.1％、不安

ものであるが

意を要する。

相

進

た

 

・

が、

 



 

20 身体

 自分だ

も多く 5
へ相談す

 
   問

 
 
21 友人

 いろい

77.7％、

であった

であった

 
    

 
 

体面・心理面

だけで考える

51.7％、次に

するもの 14.2

問 33 身体面

人との関係 

いろなことを

楽しみや夢

た。一方、大

た。また、40

問 34 友人

面の悩みの解

と回答した

に家族が 45.7
2％と続き、

面、心理面で何

を話せる友人

夢を共有でき

大学の中で誰

0.9％がひと

人についてお

消 

ものが 41.1
7％の順番で

どうすべき

何か悩みが生

人がいる 81.
る友人がいる

とも話さずに

りでいて楽

お尋ねします

21 

1％であった

である。医療

かわからな

生じた場合に

.6％、試験

る 68.3％、悩

に帰るとい

しめると回答

す。複数回答

た。他者へ相

機関に相談す

いと回答した

には、解消に

・勉強などで

悩みを相談で

う回答も 7.1
答している。

可） 

談する場合は

するもの 23
たものも 5.6

向けてどう

で困った時に

できる友人が

1％あり、人

 

は、先輩や友

3.4％、保健管

6％あった。

しますか。（複

に相談できる

がいる 61.2％
人付き合いは

友達がもっと

管理センター

 

複数回答可）

る友人がいる

％という回答

は苦手が 6.8％

と

ー

 

る

答

％



 

22 教員

 全体で

相談でき

35.6％、

敬できる

産学部の

るでは文

 
    

 
23 学生

全体と

い総合科

歯学部、

積極的に

 
  問

 

員との関係 

では、44.3％
きる教員がい

教員との関

る教員がいる

の 21.6％、困

文学部の 57.3

問 35 教員

生交流スペー

として 43.1%
科学部、教育学

薬学部の利

に使用してい

問36 「学生プ

％の学生が大

いるとしてい

係で困ってい

では教育学

困った時に相

3％がもっと

員についてお

ースの利用 

%の学生が利

学部の利用率

利用率が低い

いるのが目立

プラザ1階のフ

大学の中で尊

いる。その一

いることがあ

部の 59.3％
相談できる教

も高い比率

お尋ねします

利用したこと

率が高い。そ

い。但し、利

つ。 

フリースペー

22 

尊敬できる教

方で、教員

ある 5.7％と

％、自分のこ

教員がいるで

率であった。

す。（複数回答

があるとな

その反面、東

用したこと

ース」や西第1

員がいると

とのコミュニ

という回答で

とを理解し

は薬学部の

答可） 

なっているが

東広島キャン

のある学生で

福利会館の集

回答し、また

ニケーション

であった。学部

てくれてい

37.9％、楽

、学部別では

パスに１年次

では、歯学部

集会室を利用

た、24.6％は

ンの取り方が

部ごとに特徴

る教員がいる

しみにしてい

は、設置場所

次生しかいな

部の学生が週

用したことが

は困った時に

が分からない

徴があり、尊

るでは生物生

いる授業があ

所に比較的近

ない医学部、

週２回以上と

がありますか。

に

い

尊

生

あ

 

近

と

。 

 



 

24 所属

 全体と

である」

「どちら

 
   問

 

 
 

属学部の学生

として 90％程

「どちらかと

らかといえば

問 37 所属学

 グラフ

グラフ２

生支援室の対

程度が利用し

といえば満足

ば満足である

学部・研究科

１（利用した

２（利用した

 

応 

したことがあ

足である」と

」となってい

科の学生支援

たことがない

たことがある

23 

あり（グラフ

となっている

いる反面、文

援室の対応に

い者を含む）

る者のみ）

フ１）、そのう

る。特に生物

文学部と工学

ついて、印象

 

うち（グラフ

物生産学部は

学部は 30％前

象や満足度を

フ２）の 45
67.6％が「

前後である。

を教えてくだ

.1％が「満足

「満足である

。 

ださい。 

足

」

 

 



 

25 学生

 全体と

かといえ

学部別（

「どちら

 
   問

 

 
 
 

生プラザの学

として 60％程

えば満足であ

（グラフ２）

らかといえば

問 38 学生プ

＊グラ

＊グラ

学生支援部門

程度が利用し

ある」が 41.4
では「満足で

ば不満」「不満

プラザの学生

ラフ１（利用

ラフ２（利用

の対応 

している（グ

%であり「ど

である」「ど

満である」は

生支援部門の

用したことが

用したことが

24 

グラフ１）が

どちらかとい

どちらかとい

は医学部が 1

の対応につい

ない者を含む

がある者のみ

が，そのうち

いえば不満」

いえば満足で

16.4%と若干

て、印象や満

む） 

み） 

（グラフ２）

「不満である

ある」が約

干多いが他の

満足度を教え

）「満足であ

る」は 8.2％未

30％から約

学部は 11％

えてください

ある」「どちら

未満である。

約 50%であり

％以下である

い。 

ら

，

。 

 

 



 

26 本学

 本学全

となって

干満足度

ば本学に

 
    

 
 
27 居住

 本学は

但し、霞

宅から通

 

 

学の教育・学

全体に対する

ている。特に

度が低い傾向

に対する満足

問 39 本学

る

住形態 

は県外出身者

霞キャンパス

通学する学生

問 40 居住

学習、学生生

満足度とし

に、教育学部

向にある。ま

足度は高いと

学での教育・

など、満足

者が多いこと

スにある学部

生が多い傾向

住形態を教え

活などの全体

ては、全体で

部と生物生産

た、不満足

みられる。

学習、学生

していますか

から、居住形

部（医学部、

にある。 

えてください

25 

体的な満足度

で 59.7％が

産学部の満足

と思う学生は

生生活などに

か。 

形態について

歯学部、薬

い。 

度 

が「満足であ

度が高い。そ

は、全体とし

に関して、全

てもアパート

学部）は、東

る」「どちら

その反対に、

して 10％未満

体として「良

ト・マンショ

東広島キャン

らかといえば

、霞地区にあ

満であり、総

良い」、「楽

ョン等が多い

ンパスの学部

ば満足である

ある学部は若

総合的にみれ

しい」と感じ

い。 
部に較べて自

」

若

れ

じ

 

自

 



 

28 通学

 通学方

自動車 1
や市内公

方が低い

 
    

 
 
 
 
 

学方法 

方法としては

13.2％となっ

公共交通機関

い。 

問 41 通学

は、全体で 71.
っている。な

関等の環境が

学方法を教え

 

.8％が自転車

なお、東広島

異なること

えてください

26 

車を利用して

島キャンパス

もあり、原

い。（複数回答

ている。次いで

と霞キャン

付・バイクや

答可） 

で、徒歩 34.8
パスの学部で

や自動車の利

8%、原付・バ

ではキャンパ

利用率は霞キ

バイク 20.6％
パス内の環境

キャンパスの

％、

境

の

 



 

 

１ 大学

8 個の

った。こ

している

を選択し

 
   

 
２ 学内

学内外

比べ少な

 

 

 

 

学生活におい

選択肢のう

これらは、各

ることを示し

した大学院生

問 1 大学生

内外のクラブ

外のクラブ・

なかった。こ

問 2 学内外

いて大切にし

ち、全体では

各研究科とも

している。サ

生は少なかっ

生活において

ブ・サークル

サークル活動

の結果は、

外のクラブや

ているもの

は多かった項

同様の傾向

ークル活動

た。 

てに何を大切

活動への参加

動に参加して

前回の調査結

やサークル活

大

27 

項目として勉

であり、大

（18.4%）、

切にしていま

加 

ている大学院

結果とほぼ同

活動に参加し

大 学 院  

勉強・研究

学院生が学部

アルバイト

ますか。（複数

院生は全体で

同様であった

していますか

（93.1%）と

部生と比較し

（12%）、資

数回答可） 

で 42.9%であ

た。 

か。（複数回答

友人関係（

して勉強・研

資格取得等（

あり、学部生

答可） 

55.8%）であ

研究を大切に

18%）の項目

生（69.4%）に

あ

に

目

 

に



 

３ 大学

全体と

生は 42.
行事への

った研究

 
   

 
 
４ ボラ

全体と

と保健学

ボランテ

 
   

学の行事への

として、主催

6%であり、

の関心が高い

究科もあった

問 3 大学祭

ランティアや

として、「参加

学研究科（50
ティア活動と

問 4 ボラ

の参加 

催者などで積

約 6 割の大

いことを示し

たが、サンプ

祭、ゆかた祭

や地域活動へ

加したことが

0.0%）のボラ

国際交流活

ンティア活動

極的に関わ

大学院生が大

ている。また

ル数が少なか

祭、フェニッ

の参加 

がない」と答

ランティア活

動を合わせ

動や地域の活

28 

った大学院生

大学行事に関

た、「参加し

かったため、

ックス駅伝な

えた大学院生

活動への参加

ると高い値

活動に参加し

生は 21.7%
関わっていた

したことがな

、この傾向は

などの大学の

生の割合が高

加は高い値と

となった（8

したことがあ

、見物やイベ

。これらの

い」と答えた

は明らかでは

の行事に参加

高かったが、

なった。ま

87.5%）。 

ありますか。

ベントに参加

ことは、大学

た大学院生の

はない。 

加したことが

教育学研究

た、国際協力

（複数回答可

加した大学院

学院生も大学

の割合が高か

がありますか

究科（45.6%）

力研究科では

可） 

院

学

か

か。 

 

は

 



 

５ アル

 

5-1 ア

全体で

販売・サ

かった。

想された

 
   

 
5-2 ア

アルバ

院生が多

した大学

 
   

ルバイトにつ

アルバイトの

では 8 割以上

サービス業（

ティーチン

たが、アルバ

問 5 入学後

アルバイトの

バイトの経験

多かった（84
学院生も多か

問 6 アルバ

ついて 

の経験 

上の大学院生

（30.0%）が多

ングアシスタ

バイトの職種

後何らかのア

の目的 

験がある大学

4.4%）。また

かった。これ

バイトの主な

生がアルバイ

多く、塾・予

ントやリサ

は学部生の結

アルバイトに

学院生のうち

た、趣味・娯楽

らは各研究科

な目的は何で

29 

トを経験して

予備校の講師

ーチアシス

結果と同様の

に就業したこ

、アルバイ

楽（42.8%）

科とも同様の

ですか。（複

ていた。その

師（20.5%）

タントに従事

の傾向であっ

ことがありま

トの目的を学

と就職準備

の傾向であっ

数回答可）

の職種として

や家庭教師

事している大

った。 

ますか。（複数

学費・生活費

備や社会経験

った。 

て、飲食・接客

師（14.3%）の

大学院生が多

数回答可） 

費のためと回

験（47.2%）の

客（39.6%）、

の経験は少な

多いことが予

回答した大学

のためと回答

な

予

 

学

答

 



 

5-3 ア

アルバ

での 5日

であった

 
   

 
 
６ 大学

 

 6-1 滞

全体で

科、工学

時間以上

科など）、

 
    

アルバイトの

バイトの経験

間で、1時間

た。これらの

問 7 アルバ

中か

学構内の滞在

滞在時間 

では、約 8 割

学研究科、生物

上、大学に滞

、学生の滞在

問８ 大学

の時間 

験がある大学

間以上 6時間

の結果は、学

バイトに充て

から一ずつ選

在時間・場所

割（77.4%）

物圏科学研究

滞在している

在時間が短い

学構内にどれ

学院生のうち

未満が多く

部学生と同様

てている時間

択してくだ

について 

の学生が 6
究科、医歯薬

。一方、理

い傾向にある

くらいの時間

30 

、アルバイ

（43.3%）、次

様であった。

間を「月曜か

さい。 

時間以上、

薬学総合研究

理系に比べ、

る。 

間滞在してい

トに充ててい

次いで土日休

。 

から金曜」、「

大学に滞在

究科など、理

文系の大学院

いますか。

いる時間は、

日の1時間以

「土曜 及び 

している。特

理系の大学院

院では（社会

、平日の月曜

以上 6時間未

日曜・休日」

特に、先端物

院では、約 9
会科学研究科

曜から金曜ま

未満（30.8%）

」それぞれの

物質科学研究

割の学生が

科、文学研究

ま

の

 

究

6
究

 



 

6-2 大

大学院

別にみて

い。 
 ２番目

である。

保健学研

 
    

 

 

大学構内の滞

院生の場合、

ても、ほぼ同

目に多く滞在

ただし、大

研究科、文学

問 9 大学構

問 10 大学

滞在時間のう

１番多く滞在

同様の傾向で

在している場

大学院別にみ

学研究科、生

構内の滞在時

学構内の滞在

 

ち、１番目及

在している場

である。ただ

場所は、全体

みると、図書

物圏科学研究

時間のうち、

在時間のうち

31 

及び２番目に

場所は、研究

だし、社会科

体では、図書館

書館に多く滞在

究科、社会科

、１番多く滞

ち、２番目に

に多く滞在し

究室・実験室

学研究科と文

館、教室、食

在しているの

科学研究科で

滞在している

多く滞在し

している場所

室（89.2%）

文学研究科で

食堂などの福

のは、多い順

である。 

る場所はどこ

ている場所は

所はどこです

である。これ

では、この比

福利施設が、

順に、総合科

こですか。 

はどこですか

すか 

れは、大学院

比率がやや低

、ほぼ同程度

科学研究科、

か。 

院

低

度

 

 



 

７ 大学

大学構

の福利施

学院別に

工学研究

 
   

 
８ １ヶ

8-1 収

最も多

円未満（

生 39.9%
生物圏科

また、法

 
  問 1

学構内でくつ

構内でくつろ

施設、図書館

にみると、多

究科である。

問 11 大学

ヶ月の生計費

収入 

多いのは５万

（18.9%）と続

%）。保健学研

科学研究科は

法務研究科は

2 １ヶ月の

つろいで過ご

ろいで過ごせ

館の順である

い順に、法務

 

学内にくつろ

費（収入・支

万円以上１０

続く。学部生

研究科は１５

は５万円以上

は５万円未満

の生計費（収

せる場所 

せる場所は、

。くつろげる

務研究科、先

ろいで過ごせ

出） 

万円未満（4
生に比べて１

５万円以上収

１０万円未満

の割合が突出

収入）はいく

32 

大学院別に

る場所が、「

先端物質科学

せる場所があ

41.2%）、次

１０万円以上

収入のある割

満の割合が多

出して多い

らですか。

大きな差異は

「ない」と答

学研究科、医

りますか。

いで１０万円

上収入のある

割合が多い（平

多い（平均

（平均 18.9%

 

はなく、研究

えた学生は、

医歯薬学総合研

（複数回答可

円以上１５万

割合が多い

平均 13.6%、

41.2%、生物

%、法務研究

究室・実験室

、全体では

合研究科、保健

可） 

万円未満（2
（学部生 24
保健学研究

物圏科学研究

究科 50.0%）

室、食堂など

14.3%で、大

健学研究科、

26.3%）、５万

4.9%→大学院

究科 57.7%）。

究科 66.7%）

。 

ど

大

 

万

院

。

 



 

 

問 1

最

学部

（学

が多

76.9
れる

ルバ

問 1

学

 
 

3 １ヶ月の

最も多いのは

部生に比べて

学部生 27.8%
多い。保健学

9%）。看護士

る。問 12 にお

バイトの機会

4 １ヶ月の

学部生と同様

の生計費（収

は奨学金（37
て仕送りの比

%：大学院生 3
学研究科は就

士、理学療法

おいて、保健

会が多いため

の生計費（収

様の傾向で、

 

収入）のうち

7.1%）、次い

率割合が少な

37.1%）、就労

就労・アルバ

法士、作業療

健学研究科は

と思われる。

収入）のうち

最も多いのは

33 

ち、１番多い

いで仕送り（

なく（学部生

労・アルバイ

バイトの割合

療法士等の資

は１５万円以

。 

ち、２番目に

は就労・アル

収入は、次の

33.2%）、就

生 51.7%：大

トの比率割合

合が突出して

資格保有者が

以上収入のあ

多い収入は

ルバイト（4

のどれですか

就労・アルバ

大学院生 33.
合（学部生 1

て多い（平均

多く、就労の

る割合が多

、次のどれで

40.8%）、次い

か。 

バイト（25.6
.2%）、奨学金

16.8%：大学院

均 25.6％、保

の機会が多い

多く見られる

ですか。 

いで仕送り

%）と続く。

金の比率割合

院生 25.6%）

保健学研究科

いためと思わ

が、就労・ア

（25.8%）。

合

科

わ

ア

 

 



 

問 1

最

8-2 支

最も多

と続く。

率が学部

均 25.6%
 

  問 1

 
 

5 １ヶ月の

最も多いのが

支出 

多いのは５万

５万円未満

部生より多い

%、保健学研

6 １ヶ月の

の生計費（収

がその他（66

万円以上１０

満の比率が学

い（学部生 11
研究科 53.8%

の生計費の支

 

収入）のうち

6.4%）であり

万円未満（5
部生より少な

.9%：大学院

）。問 12、問

支出はいくら

34 

ち、３番目に

り、実態は不

5.5%）、次い

なく（学部生

院生 25.6%）。

問 13 の回答

ですか。 

多い収入は

不明である。

いで１０万円

生 34.2%：大

保健学研究

答にリンクし

、次のどれで

 

以上（25.6％
大学院生 18.
究科は１０万

している。 

ですか。 

％）、５万円未

9%）、１０万

万円以上の割

未満（18.9%）

万円以上の比

割合が多い（平

 

比

平

 



 

問

い）

問 1

ない

学

費（

 
 

17 １ヶ月

 

学部生とほ

8 １ヶ月の

い） 

学部生とほぼ

（9.0%）と続

の生計費（支

ほとんど同様

の生計費（支

ぼ同様の傾向

続く。 

 

支出）のうち

の傾向であ

支出）のうち

である。最も

35 

ち、１番多く

る。最も多い

、２番目に多

も多いのは生

く必要とする

いのは住居費

多く必要とす

生活費（58.

る経費は何で

費（56.9%）、次

する経費は何

1%）、次いで

ですか。（授業

次いで生活費

何ですか。（授

で住居費（2

業料は含まな

費（32.9%）。

授業料は含ま

21.9%）、娯楽

な

 

 
ま

楽

 



 

問

まな

く

生

 
９ １週

授業や

以上が 3
満が 16.
大きな差

答してい

 また、

ら 5 時間

 
    

19 １ヶ月

ない） 

最も多いの

（学部生 12
生 5.1%）。 

週間平均の学

やゼミの予習

38.2%、続い

6%である。

差異はないよ

いる。 
授業や研究

間未満が 23.5

問 20 １週

の生計費（支

のは娯楽費（

2.0%：大学

学習時間 

習・復習に充

いて、2 時間か

この傾向は

うだ。ただ

究以外の学習

5%である。

週間を平均し

支出）のうち

42.2%）、次

院生 26.0%）

てている、1
から 5 時間未

は、医歯薬学

し、法務研究

に充てている

ただし、国

して、授業や

36 

ち、３番目に

次いで修学費

）、サークル

1 週間の平均

未満が 23.5
学総合研究科

究科と国際協

る時間も、全

際協力研究科

やゼミの予習

に多く必要と

費（26.0%）で

ル等課外活動

均時間を、全

%、5 時間か

（5 時間未満

協力研究科で

全学的にみる

科は、5 時間

・復習にどれ

とする経費は

である。学部

費が少ない

全学的にみる

から 10 時間未

満が 80%）を

では、約６割

ると、2 時間

間以上が 62.

れくらいの時

は何ですか。

部生に比べて

（学部生 18

ると、多い順

未満が 21.7
を除いては、

割以上が 10 時

間未満が 16.6
.5%である。

時間をあてて

（授業料は含

て修学費が多

8.9%：大学院

順に、10 時間

7%、2 時間未

、大学院別に

時間以上と回

6%、2 時間か

 

ていますか。

含

多

院

 

間

未

に

回

か

 

 



 

 
 
 
10 所有

学生の

ーの総数

ルームエ

 

 

 

 

 

問 21 １週

有もしくは占

の所有物の所

数が 66.1%、

エアコン、携

問 22 所有

週間を平均し

有している

所有比率を全

自転車 67.
携帯音楽プレ

有もしくは専

 

して、授業や

物 

全学的にみる

1%。一方、

ーヤーであ

専用物があり

37 

や研究以外の

と、移動手

所有物では

り、多くの学

ますか。（複

学習にどれ

段では、自動

は、所有比率

学生が所有し

複数回答可）

くらいの時間

動車・オー

の高い順に、

している。 

 

間をあててい

トバイ・原付

、携帯電話、

いますか。

付・スクータ

、パソコン、

 

タ

 



 

11 犯罪

 犯罪や

査と同様

 
    

 
 
12 交通

 在学中

自動車で

 
    

 

罪やトラブル

やトラブルな

様に盗難の 5

問 23 学生

す

通事故の経験

中に交通事故

での事故が増

問 24 在学

ルなどの被害

など、何らか

.8％であるが

生生活におい

すか。（複数回

験 

故にあったこ

増え 12.2％、

学中交通事故

 

経験 

の被害にあっ

が、これは前

いて、何らか

回答可） 

とがある者は

次に自転車

故に遭ったこ

38 

ったことがあ

前回の大学院

かの犯罪や民

は 26.5％で

車 9.0％、バイ

とがありま

ある者は 19
院生調査と同

民事上の被害

で、学部生に

イク 6.7％と

すか。（複数

9.2％。割合

同じ傾向であ

・トラブルを

比べ多くなっ

続く。 

数回答可） 

として高いの

ある。 

を経験したこ

っている。大

のは学部生調

ことがありま

大学院生では

調

ま

 

は

 



 

13 喫煙

 

13-1 喫

 学部生

4.9％〜3
 

 

 
13-2 飲

 飲酒の

以上飲む

 

 

煙及び飲酒の

喫煙の習慣 

生と比べると

33.3％とかな

問 25 喫煙

飲酒の習慣 

の習慣がある

むものが 5.1％

問 26 飲酒

の習慣 

、大学院生

なりばらつき

煙の習慣があ

者は 39.9％
％と学部生 2

酒の習慣があ

 

生における喫

きがみられた

ありますか。

％。１週間に

2.2％に比べ

ありますか。

39 

喫煙の習慣は若

た。 

1 日に吸う本

に飲む日数は

べると多くな

１週間に飲

若干増える傾

本数をお答え

は１〜２日と

っている。

む日数でお答

傾向にある。

えください。

いうものが大

答えください

。また、研究

 

大半である。

い。 

究科によって

。ただ、４日

て

 

日

 



 

14 薬物

 98.2％
し、学部

 

 
 
15 授業

 前回調

して、今

せて 11.6
 
    

 

物（大麻等・

％が、薬物（

部生調査と同

問 27 薬物

業以外の学生

調査では「と

今回は 54.2％
6％。と、前

問 28 授業

覚醒剤）に

（大麻等・覚

同様に、使用

物（大麻等・

生生活の充実

ても充実し

％と減少して

前回より若干

業以外の学生

ついて 

醒剤）につ

や栽培を誘わ

覚醒剤）に

度 

ている」「や

ている。また

干増加してい

生生活を充実

40 

いて見たり

われたことが

について、該

やや充実して

た、「あまり充

る。 

実して過ごし

聞いたりした

がある者も 0

当するもの

ている」とい

充実していな

ていますか。

たことはない

0.5％存在す

を選択して

いう回答が 6
ない」「全く充

。 

いと回答して

する。 

ください。（

60％を超えて

充実していな

ている。しか

（複数回答可

ていたのに比

ない」は合わ

か

可） 

 

比

わ

 



 

16 授業

 前回は

った。ま

 
    

 

17 学生

 大学院

あり、次

みが若干

 
    

 

業以外の学生

は「充分であ

また「充分で

問 29 授業

ュ

生生活の悩み

院生において

次に修学上の

干多くなって

問 30 学生

生生活に対す

る」と「普通

でない」が 20

業以外の学生

ーは、全般

み 

ても、学生生

の問題 43.3％
ている。 

生生活の中で

 

る大学のサポ

通」を合わせ

0.0％と前回

生生活に関し

的に見て充分

活の悩みの

％と続く。学

で悩みがあり

41 

ポート体制や

せた回答が全

回より倍増し

して、大学側

分だと思いま

中でもっとも

学部生調査と

ますか。（複

やサービス

全体で 80％を

ている。 

側のサポート

ますか。 

も多かったの

比べて、経

複数回答可）

を超えていた

（支援）体制

のは、将来

済的なこと及

 

たが、今回は

制やサービス

（進路）のこ

及び健康上の

は 63.1％であ

ス内容・メニ

こと 65.0％で

のことでの悩

あ

ニ

 

で

悩



 

18 チュ

 研究科

路につい

したこと

 

 

19 現在

 全体で

おり、学部

存在し、

 
    

ューターへの

科によって 2
いてそれぞれ

とがあると回

問 31 修学

こと

数回

在の健康状態

では 62.9％が

部生に比べ、

ストレスや

問 32 現在

の相談と相談

23.1〜61.3％
れが 20％前後

回答している

学や学生生活

とがあります

回答可） 

態 

が、特に問題

、どの症状も

や疲労の蓄積

在の健康状態

内容 

％と、相談経

後、学生生活

。 

活に関して相

すか。相談し

題ないと回答

ポイントが

が健康に及ぼ

態はどうです

42 

経験にはばら

活に関する相

相談するチュ

したことがあ

答している。

高くなってい

ぼす影響が懸

すか。（複数回

つきがみら

談も 12.2％

ューター教員

ある場合は、

一方で、４

いる。２週間

懸念される。

回答可） 

れる。相談内

あった。全体

員がいますが

相談内容を

割弱の学生が

間以上の不眠

 

内容では、修

体で 38.5％の

が、チューター

を選択してく

が何らかの不

眠が続いてい

修学および進

の学生が相談

ーに相談した

ださい。（複

不調を感じて

いる者も 4.4％

進

談

た

複

 

て

％

 



 

20 身体

 悩みの

家族に相

に相談す

 
   問

 

21 友人

 いろい

っている

少してお

 
    

体面・心理面

の解消に当た

相談するは、

する率は増え

問 33 身体面

人との関係 

いろなことを

る。また、悩

おり、大学院

問 34 友人

面の悩みの解

たっては、学部

学部生より

えている。自

面、心理面で何

を話せる友人

悩みを相談で

院生は学部時

人についてお

消 

部生と同様に

少し減って

分だけで考

何か悩みが生

がいるとい

きる友人がい

代より友人

お尋ねします

43 

に、先輩・友

38.7％、一

えるという回

生じた場合に

う回答は 75
いるという回

との交流はや

す。（複数回答

達に相談する

一方で医療機

回答も 42.4％

には、解消に

5.1％で、学部

回答も、学部

やや希薄にな

答可） 

るがもっとも

関や保健管理

％あった。 

向けてどう

部生の 81.6％
部生 61.2％か

なる傾向が示

も多く 44.5％
理センター等

しますか。（複

％に比べ、や

から大学院生

示唆された。

％であった。

等の専門機関

複数回答可）

やや少なくな

生 51.8％と減

 

関

 

 

な

減

 



 

22 教員

 全体で

がいるは

員がいる

困ってい

と教員の

 
    

23 学生

 全体と

生は、各

ペースの

 

員との関係 

では、69.8％
は 50.0％と、

るという回答

いることがあ

の関係が、大

問 35 教員

生交流スペー

として、利用

各研究科にお

の必要性は学

問 36 「学

りま

％が大学の中

学部生の 2
答も、学部生

あるという回

大学院に入る

員についてお

ースの利用 

用したことが

おいて研究室

学部生より低

学生プラザ１

ますか。 

で尊敬でき

4.6％に比べ

14.2％から

答が 12.9％
とより近くな

お尋ねします

ある学生は

室や自習室な

いと思われ

階のフリー

44 

る教員がい

べてかなり多

大学院生 38
％と、学部生の

なるというこ

す。（複数回答

13％程度し

ど、学生用

る。 

ースペース」

ると回答して

多く、また、

8.9％と増加

の 5.7％に比

ことが背景に

答可） 

しかなく利用

スペースが確

や西第１福

ている。困っ

自分のことを

している。一

比べ倍になっ

にあると考え

率は低い。そ

確保されてい

利会館の集会

った時に相談

を理解して

一方で、教員

っている。いず

えられる。 

その要因と

いることから

会室を利用

談できる教員

くれている教

員との関係で

ずれも、学生

して、大学院

ら、フリース

したことがあ

員

教

で

生

 

院

ス

あ

 



 

24 所属

 全体と

である」

答したも

不満」「不

が、回答

 
    

 

 

属学部・研究

として 90%以

「どちらかと

ものは 12.9％
不満」が若干

答した学生数

問 37 所属

＊

究科の学生支

以上が利用し

といえば満足

％である。研

干多い。なお

数が 6 名であ

属学部・研究

＊グラフ１

グラフ２（

 

援室の対応

したことがあ

足である」と

研究科別では理

お、法務研究

ることから評

究科の学生支

（利用した

利用したこ

45 

あり（グラフ

となっている

理学研究科

究科は「どち

評価はできな

支援室の対応

ことがない者

とがある者の

フ１）、そのう

る。また、「ど

と工学研究科

ちらかといえ

ない。 

について、

者を含む）

のみ） 

うち（グラフ

どちらかとい

科が 20％程度

えば不満」「不

印象や満足度

フ２）の 52
いえば不満」

度と「どち

不満」の率が

度を教えてく

.6％が「満足

「不満」と回

らかといえば

が著しく多い

ください。

足

回

ば

い

 

 



 

25 学生

  
 全体と

かといえ

研究科

できない

 

 

 
 

生プラザの学

として 60％程

えば満足であ

科別では、利

い。 

問 38 学

 

学生支援部門

程度（グラフ

ある」が 41.7
利用者数が少

学生プラザの

＊グラフ１

＊グラフ２

 

の対応 

フ１）が利用

7%であり「

少ない研究科

の学生支援部

（利用した

（利用した

46 

用しているが

どちらかとい

科もあって、

部門の対応に

ことがない者

ことがある者

が、そのうち

いえば不満」

その評価が極

ついて、印象

者を含む）

者のみ） 

（グラフ２）

「不満であ

極端に大きく

象や満足度を

）「満足であ

る」は 8.4％
く異なってお

を教えてくだ

ある」「どちら

％である。

おり、分析は

ださい。 

ら

は

 

 



 

26 本学

 全体と

8％程度で

度と差は

ついては

 
27 居住

 全体と

る社会科

いる。 
 

学での教育・

として 55.8%
である。研究

はあるが、不

は、回答数が

問 39 

住形態 

として 75.8％
科学研究科・

問 40 居住

学習、学生

%が「満足で

究科別では

不満と感じる

が 6 であるの

本学での教

感じるなど

％がアパート

医歯薬学総

住形態を教え

生活などの全

ある」「どち

「満足である

学生について

で評価はで

教育・学習、

、満足してい

・マンショ

合研究科や法

えてください

47 

全体的な満足

ちらかといえ

る」「どちらか

ては、どの研

きない。 
学生生活な

いますか。

ンであり、

法務研究科に

い。 

足度 

えば満足であ

かといえば満

研究科も 10

などに関して

自宅は 18%
については、

る」であり、

満足である」

％以内であ

、全体として

程度である。

自宅からの

、不満を感

が 40％程度

る。なお、法

て「良い」、

。ただし、広

の通学者が 3

じているのは

度から 70％程

法務研究科に

「楽しい」と

広島市内にあ

30％を超えて

は

程

に

と

 

あ

て

 



 

28 通学

 全体と

学研究科

 

 
 

学方法 

として、自転

科や先端物質

問 41 通学

転車の利用が

質科学研究科

学方法を教え

 

一番多いが

については半

えてください

48 

、それに次

半数近くが

い。（複数回答

いで自動車

自動車を利用

答可） 

を利用してい

用している。

いる学生が多

 
多い。特に理理
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査アンケー

49 

ート項目（ももみじ画面面） 
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